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要旨: 中央職業能力開発協会の主催する，技能五輪全国大会の ITネットワークシステム管理職種の
課題において，第 57回大会に当校の卒業生が出場した際の課題と比較し，最近の課題に対して仕様
変更された部分を報告する．
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1. はじめに

中央職業能力開発協会が主催する技能五輪全国大
会（以下，全国大会）の職種の 1つに”ITネットワー
クシステム管理”がある．この職種に，当校は過去
に出場者を送り出したが，コロナ禍において，一昨
年と昨年の 2年間は職種選考会にも出場していない．
職種選考会とは，全国大会が 23歳以下の社会人を
対象にした大会のため，この職種に限っては，学生
3人の出場が認められており，その 3人を決めるた
めの全国規模の大会である．来年度以降，学生を全
国大会に送るために，職種選考会や全国大会で出題
される課題について仕様がどう変更されているのか
調査をした．また，課題をクリアするための環境づ
くりにおける問題点やポイントについても解説をし
ていく．
　 ITネットワークシステム管理競技は，信頼性のあ
る ICT・サーバシステムを構築することと，インター
ネットへの接続も含めた社内ネットワーク構築技術の
スキルを競うものであり，全国大会で優勝した選手
が出場する技能五輪国際大会にも”IT Network Sys-
tems Administration”という職種名でエントリーさ
れている．

2. 職種選考会の開催理由

職種選考会は，”若年者ものづくり競技大会（以
下，ものづくり大会）”という大会の 2日前に開催さ
れる．ものづくり大会は，中央職業能力開発協会主
催の，20歳以下の未就労学生を対象にした大会であ
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る．2016年に開催された第 54回大会以前は，もの
づくり大会での成績上位者を全国大会に出場させて
いたために問題があった．ものづくり大会は前述の
ように 20歳以下，かつ未就労の学生であれば出場
し，好成績を残した選手が表彰される．しかし，全
国大会への出場目的で参加の場合，特例として 20歳
以上であっても 23歳以下であれば，表彰の対象外と
なるが参加は可能となる．結果的に，ものづくり大
会で好成績を残した表彰対象外選手がいた場合，も
のづくり大会で表彰された 20歳以下の選手であっ
ても全国大会に出られないという事態が生じる．
　ものづくり大会と職種選考会とを別々の大会とし
て開催する事により，ものづくり大会の表彰者と全
国大会出場者の整合性が取られることになった．

3. 課題の変更点

第 56回技能五輪全国大会に向けた職種選考会か
ら，競技方法について従来と比べ大きな変更があっ
た [1]．
　 2017年の第 55回の全国大会までは，ルーター，
L2スイッチやHUBといったネットワーク機器につ
いては実機を使用し，サーバー構築に関してはVir-
tual Boxを用いて，1台の PC上に複数の仮想サー
バーを構築した．2018年の第 56回及び 2019年の第
57回全国大会は仮想サーバーはそのままで，ネット
ワーク機器に関しては Cisco社製の「VIRLTM」を
用いて，仮想化された．
　 2020年は職種選考会がコロナ禍のため開催され
なかったが，全国大会は通常通り開催され，過去 2
大会で採用された Cisco 社の「VIRLTM1.5」から
「VIRLTM2.0」，すなわちCMLTM(Cisco Modeling
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Labs)2.0に変更された．これ以降の大会である，2021
年の職種選考会及び第 58回の全国大会でも採用され
ていた．図 1は，この職種で使用するソフトウェア
の概念図である．赤枠の印がついた，仮想ホスト上
での仮想マシンの 1つである CiscoCMLTM，同じく
仮想マシンの Debianのバージョン，それと選手が
実際に入力を行う管理用 PCにおけるソフトウェア
にThunderbirdが加えられた．図 1の仮想化ホスト
に VMware r©ESXiTM(以下，ESXiTM)を用いた場
合，クライアントソフトとして VMware r©Remote
Consoleというソフトウェアを使うのだが，第 58回
の全国大会からこのクライアントソフトを使わずに，
Webブラウザで ESXiTM サーバーにアクセスする
ように仕様が変更された．これは，第 57回の職種
選考会及び全国大会では，ESXiTM6を使用してい
たのに対し，第 58回の全国大会から ESXiTM6.7u2
を使用することになり，VMware r©Remote Console
が ESXiTM6.5までしか対応していないためと思わ
れる．

図 1: ソフトウェアの接続概念図
Fig.1: Connection concept of software

4. CMLTM導入時の注意点

4.1 ネットワークインターフェースドライバ

スーパーバイザとして，ESXiTM6.7をパソコンに
インストールするが，そのESXiTMインストール時
にネットワークインターフェース (以下，NIC)に関
して，図 2のようにエラーが起こる場合がある．こ
れはESXiTM側で用意されているネットワークドラ
イバが，ESXiTMのターゲットPCのNICドライバ
と合致しない場合に表示され，インストールが出来
なくなる．一般的には Intel r©社製のNICであれば
問題なくインストールされるのだが，例外的に，例
えば I-219(V) といったオンボードNICは認識をし

ないため，インストールが出来なかった．
　筆者は ASRock r©社の「H470M PRO4」という
マザーボードを使用したが，これに搭載されている
NICは，この I-219(V)であったため，ESXiTM最新
版の 7.0u3でも認識しなかった．

図 2: ネットワークインターフェースのエラー
Fig.2: An error of network interface

　これを解決する手段は，ESXiTMインストーラーを
カスタマイズすることである．まずは，ESXi-Customizer
とVMware r©PowerCLIいうパッケージをインストー
ルする．PowerCLIを管理者権限で実行し，以下を
実行する．

.\ESXi-Cutomizer-PS-v2.6.0.ps1 -v67 -vft

　　　　　　　　　　　-load net-e1000e

ESXiTMバージョン 6.7を生成し，ネット経由で I-
219(V) に適合するドライバを組込むというコマン
ドである．
　筆者は実際，ESXiTMバージョン 6.5に net-e100e

図 3: PowerCLIでインストールをカスタマイズ
Fig.3: The installer was customized by PowerCLI

ドライバを組込んでインストールし，その後にESXiTM

を 6.7u2にバージョンアップした．これにより，図
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2のようなメッセージは表示されず，ESXiTMをイ
ンストールことができた．

4.2 仮想ルーターと仮想サーバーの通信

VMware r©ESXiTM上に構築された，CMLTM内
の仮想ルーターと同じく ESXiTM 上での仮想サー
バーとの通信について解説する．CMLTM内でも仮
想ルーターや仮想スイッチと一緒に，Ubuntuを仮
想サーバーとして構築できるが，職種選考会及び全
国大会の課題では，ESXiTM上に仮想サーバーを構
築する，すなわち，CMLTM外に構築することなっ
ている．
　その場合，CMLTMに NAT接続かブリッジ接続
か，いずれかの方法によって，外部との通信が可能
になる．ワークベンチと呼ばれる図 4において，以

図 4: CMLTM のワークベンチ画像
Fig.4: Workbench in CMLTM

下の手順で作業を行う．
1．新規にラボを作成する．
2．”ADD NODES”から”External Connector”と”IOSv”
を選択し，ワークベンチの右側にこの 2つを配置す
る．
3．配置した 2 つのノード (この場合はルーターの
IOSvと External Connector)間でリンクを貼る．
4．”External Connector”を選択し，ワークベンチ
画面下の”EDIT COFIG”において”NAT”を選択す
る．
5．2つのノードを起動する．
6．External ConnectorがDHCPサーバーとなって
いるので，ルーターを設定することにより IPアド
レスが割り当てられる．
7．External Connectorとリンクを貼っているルー
ターのインターフェースに DHCPクライアントの

設定をする．
8．以下の設定を，初期設定が終わったルーターに
対して図 7のように行う．
　また，ライセンス認証は，VIRLTMはVIRLTM上
からライセンスキーファイルである「.pem」ファイ
ルの指定だけですんだが，CMLTMはCisco社ホーム
ページからキーファイルの内容をコピーし，CMLTM

貼付ける手順に変更になった．VIRLTMは構築する
サーバーを変更する際にも簡単にライセンスキーファ
イルの移行だけで済んだが，CMLTMは，一度Cisco
社ホームページ上でライセンスキーの登録抹消の手
続きをしなければならなくなり，手間がかかるよう
になった．ライセンス認証を完了すると，図 5にあ
るように，”Authorized”と表示される．

図 5: CMLTM のライセンス認証
Fig.5: SmartSoftwareLicensing of CMLTM

そして，図 6は VIRLTM1.5の画面である．図 4
と比べると，ユーザーインターフェースの全てがリ
デザインされていることが分かる．

図 6: VIRLTM の画面
Fig.6: The image for VIRLTM

図7にあるように，ルーターのGigabitEthernet0/0
には 192.168.255.214が割り振られていることが分
かる．192.168.255.0/24のセグメントから IPアドレ
スが割り振られている．また，デフォルトゲートウェ
イは図 8にあるように，192.168.255.1が設定されて
いることが分かる．CMLTM上に構築したサーバー
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図 7: NATの設定画面
Fig.7: NAT setting in router

図 8: ゲートウェイの設定画面
Fig.8: Gateway IP address in router

に対しても図 9にあるように，pingが可能になった．

図 9: CMLTM 上のサーバーへの pingの様子
Fig.9: The ping for server on CMLTM

5. 仮想化によるメリットとデメリット

大会競技委員の方々は，機材の設置，調整や設定
等，多くの労力を費やされていることには，本当に
頭が下がる．ネットワークの仮想化が導入される以
前の全国大会においては，Cisco製ルーター 2811を
3台，同社製 L2スイッチ 2960G-8TC-Lを 3台，仮
想サーバーを構築するデスクトップPC とリモート
接続用ノート PCをそれぞれ 1台ずつが 1人に割り
当てられる．このセットを 10人分用意するとなる
と，その事前設定と採点についても相当の時間と労
力が費やされる事が伺える．
　それに代わり，ネットワーク機器を仮想化し，サー
バーも従来通りに仮想化によって構築すれば，ハイ
スペックデスクトップとリモート接続用ノート PC

が，それぞれ 1台ずつで済む．この点では大会競技
委員の方々の労力が大幅に削減されることになる.
　一方，出場する選手側では，まずCisco社の仮想
ネットワークシミュレーションプラットフォームの
CMLTMを用意しなければならない．これはサブス
クリプションであり，年間 199ドルのライセンス使
用料を支払わなければならない．それと CMLと仮
想サーバーを 1台のパソコンで動作させるため，メ
モリは 64GB 以上，ストレージは 1T 以上，CPU
も Intelの Core-i7以上のハイスペックパソコンが，
事実上必須となってくる．第 55回大会までは中古
のCisco2811やCisco2960G-8TC-Lを揃えて，仮想
サーバーが 3台くらい構築できるスペックのパソコ
ンがあれば課題に取り組めたが，第 56回の職種選
考会，及び全国大会から 1選手の 1ライセンスにつ
き 199ドルのライセンス使用料と，ハイスペックパ
ソコンを用意する経費がかかり，費用負担が増大し
た．財政的な余裕の無い組織では複数セットを用意
することは難しくなり，そういう点では選手側とし
てのデメリットとして挙げられる．

6. おわりに

技能五輪全国大会は，2016年 (平成 28年)に山形
県で開催された，第 54回大会には山形県選手団が多
く出場したが，その大会後はそれほど多くの選手団
を派遣しているわけではない．技能五輪全国大会は
歴史のある大会ではあるが，山形県内では残念なが
らそれほど知名度はないため，一部の県内企業が積
極的に従業員を選手として派遣させているに留まっ
ている．
　学生の時に全国大会に出場し，かつ地元就職をし
た卒業生が社会人枠でも山形県職業能力開発協会か
ら推薦を受けて出場できるのに，会社の意向で出場
が叶わなかったりする場合もあった．やはり知名度
は大事な要素だと再認識させられた．
　コロナ禍の昨年度と今年度の 2年連続で庄内校と
して当該職種に選手を出場させていないので，来年
度こそは選手を職種選考会を突破し，全国大会に出
場させ，もし地元就職をした場合は，その企業の人
事担当の方のご理解を得て，継続して全国大会に出
場できるように働きかけたい．
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